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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年3月17日(2016.3.17)

【公開番号】特開2014-210935(P2014-210935A)
【公開日】平成26年11月13日(2014.11.13)
【年通号数】公開・登録公報2014-062
【出願番号】特願2014-140511(P2014-140511)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  19/42     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/54     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   19/42     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/30     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/20     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/54     　　　Ｃ
   Ｃ０９Ｋ   19/54     　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５００　

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月28日(2016.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（ｉ）：
【化１】

で表される化合物と、
下記一般式（ｉｉ）：
【化４】

前記式中、Ｒｉｉａは炭素原子数２～５のアルケニル基を表し、Ｒｉｉｂは炭素原子数１
～５のアルキル基または炭素原子数１～４のアルコキシ基を表す、で表される少なくとも
１種の化合物を含有することを特徴とする液晶組成物。
【請求項２】
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　下記一般式（Ｌ）：
【化８】

　前記式中、
　ＲＬ１及びＲＬ２は、それぞれ独立して、炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該ア
ルキル基中の１個又は非隣接の少なくとも２個の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝
ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されて
いてもよく、
　ＯＬは０、１、２又は３を表し、
　ＢＬ１、ＢＬ２及びＢＬ３は、それぞれ独立して、
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない少なくとも２個の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい）、及び、
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
少なくとも２個の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい）、
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）と基（ｂ）は、それぞれ独立して、シ
アノ基又はフッ素原子で置換されていても良く、
　ＬＬ１及びＬＬ２は、それぞれ独立して、単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４

－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ
－、－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ＯＬが２又は３であってＬＬ２が複数存在する場合は、それらは同一であっても異なっ
ていても良く、ＯＬが２又は３であってＢＬ３が複数存在する場合は、それらは同一であ
っても異なっていても良いが、前記一般式（ｉｉ）で表される化合物および前記一般式（
Ｉ－１－２）で表される化合物を除く、
で表される少なくとも１種の化合物を更に含有する、請求項１に記載の液晶組成物。
【請求項３】
　下記一般式（Ｍ）：

【化９】

　前記式中、
　ＲＭ１は、炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣接の
少なくとも２個の－ＣＨ２－は、それぞれ独立して、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ
－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
　ＰＭは、０、１、２、３又は４を表し、
　ＣＭ１及びＣＭ２は、それぞれ独立して、
（ｄ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない少なくとも２個の－ＣＨ２－は－Ｏ－又は－Ｓ－に置き換えられてもよい）、及
び、
（ｅ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
少なくとも２個の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい）、
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ｄ）と基（ｅ）は、それぞれ独立して、シ
アノ基又はフッ素原子で置換されていても良く、
　ＫＭ１及びＫＭ２は、それぞれ独立して、単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４



(3) JP 2014-210935 A5 2016.3.17

－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ
－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ＰＭが２、３又は４であってＫＭ１が複数存在する場合は、それらは同一であっても異
なっていても良く、ＰＭが２、３又は４であってＣＭ２が複数存在する場合は、それらは
同一であっても異なっていても良く、
　ＸＭ１及びＸＭ３は、それぞれ独立して、水素原子又はフッ素原子を表し、
　ＸＭ２は、水素原子、フッ素原子、シアノ基、トリフルオロメチル基、フルオロメトキ
シ基、ジフルオロメトキシ基、トリフルオロメトキシ基又は２，２，２－トリフルオロエ
チル基を表すが、前記式（ｉ）で表される化合物を除く、
で表される少なくとも１種の化合物を更に含有する、請求項１に記載の液晶組成物。
【請求項４】
　前記一般式（Ｍ）で表される少なくとも１種の化合物として、下記一般式（ＸＩ）：
【化１０】

　前記式中、Ｘ１１１からＸ１１７は、それぞれ独立して、フッ素原子又は水素原子を表
し、Ｘ１１１からＸ１１７の少なくとも一つはフッ素原子を表し、Ｒ１１０は炭素原子数
１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキ
シ基を表し、Ｙ１１はフッ素原子又は－ＯＣＦ３を表す、
で表される少なくとも１種の化合物を含有する請求項３に記載の液晶組成物。
【請求項５】
　前記一般式（Ｍ）で表される少なくとも１種の化合物として、下記一般式（ＩＸ－１）
：
【化１１】

　前記式中、Ｒ９は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、Ｘ９２は水素原子又はフッ素原子を表し、Ｙ
９はフッ素原子又は－ＯＣＦ３を表す、
で表される少なくとも１種の化合物を含有する請求項３に記載の液晶組成物。
【請求項６】
　前記一般式（Ｍ）で表される少なくとも１種の化合物として、下記一般式（ＩＸ－２）
：
【化１２】

　前記式中、Ｒ９は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、Ｘ９１及びＸ９２は各々独立して水素原子又
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はフッ素原子を表し、Ｙ９はフッ素原子、又は－ＯＣＦ３を表す、
で表される少なくとも１種の化合物を含有する請求項３に記載の液晶組成物。
【請求項７】
　前記一般式（ＩＸ－２）で表される少なくとも１種の化合物として、下記一般式（ＩＸ
－２－２）：
【化１３】

　前記式中、Ｒ９は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表す、
で表される少なくとも１種の化合物を含有する請求項６に記載の液晶組成物。
【請求項８】
　前記一般式（Ｌ）で表される少なくとも１種の化合物として、一般式（Ｖ－１）：

【化１４】

　前記式中、Ｒ５１及びＲ５２は、それぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基、
炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシを表し、Ｘ５１及び
Ｘ５２は、それぞれ独立して、フッ素原子又は水素原子を表す、
で表される少なくとも１種の化合物を含有する、請求項２に記載の液晶組成物。
【請求項９】
　前記Ｘ５１及びＸ５２の何れか一方が水素原子であり、他方がフッ素原子である、請求
項８に記載の液晶組成物。
【請求項１０】
　前記一般式（Ｌ）で表される少なくとも１種の化合物として、下記一般式（ＩＶ）：
【化１５】

　前記式中、Ｒ４１及びＲ４２は、それぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基又
は炭素原子数２～５のアルケニル基を表し、Ｘ４１及びＸ４２は、それぞれ独立して、水
素原子又はフッ素原子を表す、
で表される少なくとも１種の化合物を含有する請求項２に記載の液晶組成物。
【請求項１１】
　前記一般式（Ｍ）で表される少なくとも１種の化合物として、下記一般式（ＸＩＶ－２
）：
【化１６】
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　前記式中、Ｒ１４０は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル
基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、Ｘ１４１～Ｘ１４４は、それぞれ独立し
て、フッ素原子又は水素原子を表し、Ｙ１４はフッ素原子、又は－ＯＣＦ３を表す、
で表される少なくとも１種の化合物を含有する請求項３に記載の液晶組成物。
【請求項１２】
　前記一般式（Ｌ）で表される少なくとも１種の化合物として、下記一般式（Ｉ－５）：
【化１７】

　前記式中、Ｒ１１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基
又は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、Ｒ１２は炭素原子数１～５のアルキル基、
炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表す、で表され
る少なくとも１種の化合物を含有する請求項２に記載の液晶組成物。
【請求項１３】
　下記一般式（Ｑ－ａ）：

【化１８】

　前記式中、ＲＱ１は炭素原子数１～１０の直鎖アルキル基又は分岐鎖アルキル基を表す
、
で表される化合物を更に含有する請求項１に記載の液晶組成物。
【請求項１４】
　下記一般式（Ｑ－ｃ）：

【化１９】

　前記式中、ＲＱ３は炭素原子数１～８の直鎖アルキル基、分岐鎖アルキル基、直鎖アル
コキシ基又は分岐鎖アルコキシ基を表す、
で表される化合物を更に含有する請求項１に記載の液晶組成物。
【請求項１５】
　下記一般式（ＸＸ）：

【化２０】

　前記式（ＸＸ）中、Ｘ２０１及びＸ２０２は、それぞれ独立して、水素原子又はメチル
基を表し、
　Ｓｐ２０１及びＳｐ２０２は、それぞれ独立して、単結合、炭素原子数１～８のアルキ
レン基又は－Ｏ－（ＣＨ２）ｓ－（式中、ｓは２～７の整数を表し、酸素原子は芳香環に
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結合するものとする）を表し、
　Ｚ２０１は、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＦ２Ｏ－、
－ＯＣＦ２－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＨ
＝ＣＨ－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＯＯ－ＣＨ

２ＣＨ２－、－ＯＣＯ－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２－ＣＯＯ－、－ＣＨ２ＣＨ２－
ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＨ２－、－ＯＣＯ－ＣＨ２－、－ＣＨ２－ＣＯＯ－、－ＣＨ２－
ＯＣＯ－、－ＣＹ１＝ＣＹ２－（式中、Ｙ１及びＹ２は、それぞれ独立して、フッ素原子
又は水素原子を表す）、－Ｃ≡Ｃ－、又は、単結合を表し、
　Ｍ２０１は、１，４－フェニレン基、トランス－１，４－シクロヘキシレン基又は単結
合を表し、
　式中の全ての１，４－フェニレン基は、任意の水素原子がフッ素原子により置換されて
いても良い、
で表される少なくとも１種の化合物を更に含有する請求項１に記載の液晶組成物。
【請求項１６】
　請求項１に記載の液晶組成物を用いた液晶表示素子。
【請求項１７】
　表示方式がＩＰＳモード、ＯＣＢモード、ＥＣＢモード、ＶＡモード、ＶＡ－ＩＰＳモ
ード、又は、ＦＦＳモードである請求項１６に記載の液晶表示素子。
【請求項１８】
　請求項１６又は１７に記載の液晶表示素子を使用したことを特徴とする液晶表示ディス
プレイ。
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